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  クラブテーマ  結（ゆい） 会長：畑中知昭 副会長：山下 誠 幹事：松森正和 

    第 ２０２４回   令 和 ３年 ３月 ２４日 （水 ） 

本 日 の 行 事  会 員 卓 話 （ 籏 哲 朗 君 ） 
2020－21年度        畑中知昭会長      

幹事報告          松森正和幹事 

＊ガバナー事務所より 

・地区大会信任状提出のお願い 

＊ガバナーエレクト事務所より PETSデータ  

＊美濃加茂ＲCより週報拝受 

＊地区事務所より 

・次期会員増強研修セミナー開催のお知らせ 

 5月15日（土）13時点鍾  オンライン 

・地区補助金最終報告提出のお願い 
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第２０２３回例会  

会長挨拶                             2020－21年度 畑中知昭会長 

皆さん今晩は。今日は次期会長の島崎君のＰＥＴＳ報告と次期活動方針発表の日となっております。今日

の行事を聞きまして、去年の事を思い出してみました。今回島崎君はｚｏｏｍを使ったオンライン会議だ

ったわけですが、昨年はオンラインもまだ確立されていなくて、ＤＶＤをもらって家で観ていました。ち

なみに言いますと非常に真剣にみました。ＰＥＴＳはそういう事でＤＶＤを観ただけで終わり、それにつ

いての感想を提出しました。また去年の今頃の世の中は、学校は少し前から休みになり、そのまま春休み

に突入して、いつまで休みなのか、世の中がザワザワして不安が募るような時を送っていたかと思います。

去年の始まりの時から見れば、今はコロナの実態が少しは見えて理解もできて、ワクチン接種も始まり、

少しは落ち着いた気分かなと思います。今日の例会については、島崎君の来期の展望や期待を聞かせてい

ただいて、又私たちが島崎君にエールを送るような例会にしたいと思います。 

PETS報告・次期活動方針発表                   会長エレクト 島崎秀樹君 

開催日時 令和 3年 3月 13日 13時開始 17時 30分終了 開催手段 ＺＯＯＭによるオンライン 

参加人数 事務局含めて 116名 

ＲＩ会長 シェカール・メータ 

 テーマ「Serve to Change LIVES」：「奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために」 

奉仕は人に与えるものではなく、人から授かるものであると思うこと。インドの思想家ヴィヴェーカーナ

ンダーは「誰かを助けるとき、その人に恩を施していると考えないでください。実際にはその人達があな

たに恩を施しているのです。私達が世界から授かった恩恵への恩返しをする機会を与えてくれているので

す。」と説きました。また、アインシュタインは「誰かのために生きてこそ、人生は価値がある」と言いま

した。奉仕とはそういうものではないでしょうか。 

2630地区ガバナー 浦田幸一  テーマ「常に超我の奉仕を胸に」 

 米山梅吉は「超我の奉仕」を「サービス第一、自己第二」と訳しました。他者を先に重んじる考えは日

本人が古くから持ち合わせてきた心であります。今、日本のロータリーが積み重ねてきた日本らしい“利

他の精神”の活動は今後も続けなければならないものだと考えます。 

郡上長良川クラブ会長 島崎秀樹   テーマ「王道」 

 コロナウイルスの拡散によって世界の暮らしは一変しました。昨年までの常識は今や非常識となり、今

ある思考形態や行動様式を矯正しなくてはいけません。でも、ロータリークラブとして、いや国際ロータ

リークラブと考えたとき、変えていくべき所と変えてはならないところがあると思います。101 年前、米

山梅吉が初代会長となって東京ロータリークラブが発足しました。郡上長良川ロータリークラブも設立 44

年が経過します。その間、変わってきたことは幾つもありますが、変えてはいけないところもあると思い

ます。 

 今あるロータリー標語は 1911年にポートランドで行われた第 2回ロータリー大会で「He Profits Most 

Who Serves Best：最も良く奉仕するものは最も多く報いられる」この言葉と、1950 年のデトロイト大会

において「Service Above Self:超我の奉仕」は共にロータリーの公式標語として承認されました。 

因みに 1989年の規定審議会において「超我の奉仕」が第 1標語として採択されました。これは利己的では



ないボランティア奉仕の哲学を最もよく表しているという理由からです。 

 さて、せっかくロータリーの歴史を紐解くので、ロータリーソングについても解説しておきます。「奉仕

の理想」や「我らの生業」は 1935年京都での地区大会において日本語ロータリーソングとして発表されま

した。「手に手繋いで」は 1951年、「それでこそロータリー」が 1953年に「4つのテスト」は 1973年にそ

れぞれ作られ発表されました。なお、全世界では 144曲ほどロータリーソングがあると言われています。 

 話を戻しまして、次期 2021-2022年度のクラブテーマは「王道」です。 

「初心忘れるべからず」の諺ではありませんが、諸先輩方が築いてきたこのクラブを我々が次の世代へ橋

渡しするために、伝えることをしっかり先輩から引き継いで行きたいと思いこのテーマとしました。 

出典元は儒教における理念で、夏、殷、周時代の理想とされた優れた王がなす道。「洪範」内で箕子は武王

に対し、王道は無偏無党（公平中立）である等と唱えている。難しい話で書くとこうなりますが、最近で

は「正攻法」、「定番」、「定石」等の意味で用いています。自分としては、ロータリークラブの会長として、

「何事も正攻法で定石を使って行動しよう」と思い、このテーマとしました。 

ＰＥＴＳを受けての感想 

 講習会の内容としては会長を引き受ける上での覚悟と次年度の方針をメータＲＩ会長や浦田ガバナーの

講演を聴いてなんとなく分かったような気がした。 

 今回志摩まで行く講習が自宅若しくは会社においてオンラインで受けられたことは自分としては嬉しか

った。でも、12時半にログインしてから 17時 40分にログアウトするまで休憩が 2回しかなかったことは

辛かった。10分休憩ですが、講習が押し押しで 5分くらいしか休めなかった。でも、自分の映像を流して

いなかったので、椅子に座りながら、居眠りすることなく、座り疲れたら立つなどして自由に体勢を変え

られたことは良かったと思う。     以上で PETS報告並びに次年度方針の発表を終わります。 

３分間スピーチ                                  麦島洋介君 

 卒業シーズンという事で、娘の卒業式も無事終えることができました。高鷲のやまびこ会の会長を私が

しており、コロナで活動が出来ていないという事で引き続き会長をすることになっています。その中で事

業を言うｔ九鹿島法という事で検討していますが、コロナ禍で中々出来ない事業が続いていますが、昨日

の卒業式でサプライズをしようという事で、芸能人の方に出演していただいて何かしていただこうと計画

をしました。中々思うようにいかなかった部分もありましたが、お子さんにはコロナで大変な 1年だった

のですが、その中でも特別な時間が共有できたのではと思います。 

 オリンピックが開催されます。たまたま運よく聖火ランナーに選ばれまして、4月 4 日でなぜか下呂で

すが、第 6走者で走りますので、皆様の力強い応援を期待しながらＰＲをかねて挨拶をしたいと思います。

それでは下呂でお待ちしておりますので、よろしくお願い致します。 

ニコＢＯＸ                           ニコＢＯＸ委員会 川島伸弘君 

畑中君 春が来た。タイヤを変えてボディのサビを落として。備子さんありがとう。 

島崎君 PETS受けました。疲れました。 

寺田澄男君 20年前に持山に植えた伊豆の河津桜がもう咲きました。3本の中、1本が根元から折れ、枯

れましたが濃いピンク色の花です。帰途、てんぷらに丁度のフキノトウが沢山取れました。 

佐藤君 念願の大中石油のホームページ、八重垣さんで作ってもらいました。 

美谷添里君 桜の開花宣言も始まり、確実に春が近づいてきます。お花見したい！！ 

和田君 朝はまだ霜が降りて寒いですが、日中は暖かくて気持ちが良いです。今夜は頼母子で早退します。 

山口君 本日も皆様の元気な顔が見られてうれしいです。 

川島君 例会出席もあと 2回。ちょっと寂しいです。 

山下君 久しぶりです。よろしくお願いします。 

石徹白君 秀樹君、良い準備をして 1年間、きばらすぎないように頑張ってください。 

藤代君 島崎君、頑張ってください。 

同文 三島勲君、美谷添生君、羽土君、寺田正実君、原君、松森君、遠藤君  

次回例会予定            

４月 ７日  会員卓話              ４月１８日 地区研修・協議会 

 ４月１４日  加賀中央ＲＣとの交換卓話      ４月２１日 地区研修・協議会報告 

出席報告                              出席委員会 麦島洋介君

例会日：毎週水曜日 18：30～    例会場及び事務所：白鳥町農業指導研修センター2Ｆ   

TEL.0575-82-3822   FAX.0575-82-5191E-mail gsrc@abelia.ocn.ne.jp発行 クラブ会報委員会 

 

 会員数 出席者数 欠席者数 補正者数 出席率 出席免除 

第 2022回 ３３名 ２２名 １１名  66.67％  

第 2023回 ３３名 ２４名  ９名  75％ １名 
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